
用途：現在の空振り状態

正しさが、空を切る時

内容は間違っていない。相手のことも考えている。

● 一生懸命伝えても、反応が薄い

● 会話がただ流れて終わってしまう

● 渾身の投稿がスルーされる

● 手応えが残らず、言葉だけが浮いている

違和感の正体は、内容ではありません。
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用途：原因の特定

「温度」の不一致

言葉の温度が、相手とズレている

▶ 重さと軽さの不一致：噛み合わない熱量

▶ 容量オーバー：受け取り可能な熱量を超過している

▶ 体感の問題：内容そのものではなく「体感」のズレ

▶ 連動の欠如：タイミングとの密接な連動が途切れている
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用途：誤認の破壊

「良さ」は入口にならない

丁寧さや正論を、一度手放す

× 正しさでは届かない

× 丁寧さでも届かない

× 励ましが逆効果になる

正論が拒否を生む構造を知る
強い主張は心のシャッターを下ろさせる
テンションの高さが、そのまま障壁になる
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用途：基本構造の提示

温度を段階的に上げる

入口で負荷をかけない設計図

1 共感から入る（相手の状態に触れる）

2 体験を一つ置く（共通の景色を見せる）

3 感情をにじませる（温度を伝える）

4 主張は最後に置く（最後の一押し）
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用途：変化の実感

「拒否感」が消える

� 読み手が自然に内容へ入ってくる

� 押しつけ感が消え、主張が通るようになる

� 言葉の距離が、劇的に縮まる

� 具体的な反応が発生し始める

� 会話が途切れることなく続いていく
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用途：最小アクション

一文のテンションを下げる

Step 1:冒頭の変更

直近の一文を選び、冒頭に相手への共感を一行加える。

Step 2:位置の調整

主張を一番最後に移動させる。

Step 3:語尾の緩和

語尾を柔らかくし、そのまま再投稿・発信する。
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用途：資料の使い方

発信前の「温度計」

◇ 投稿前の「温度確認用」として

◇ 大切な会話前の「調整」に使用

◇ 反応がない時の「ズレ特定」の基準

◇ 順番設計と併用し、効果を最大化する

◇ 感覚を、再現可能な言語に引き戻す
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用途：次の行動選択

検証し、磨き続ける

Edit
過去投稿を一つ、温度を変えて修正してみる

Compare
反応の差を確認し、時間帯なども調整してみる

Verify
一週間だけ継続し、必要なら外部視点を入れる

不要ならここで止める。すべては、あなたのペースで。
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